
ＯＤＡを通じた
コベネフィッツ型アプローチ

JICA国際協力専門員

川西 正人

2008年3月26日

1

2008年3月26日



ＯＤＡにおけるコベネフィッツ型アプローチ

CDM
緩和
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ODAを通じたコベネフィッツ型アプローチ

開発途上国の

開発ニーズへの対応

気候変動の緩和策

開発ニーズへの対応

開発を通じた気候便益の実現

気候変動対策を通じた開発便益の実現

ODAを通じたコベフィッツ型アプローチ
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通常の開発協力が
結果的に気候変動の
緩和にも寄与

気候変動の緩和の視点を
開発協力の設計や実施に
織り込む

気候変動の緩和
を主たる目的と
する協力



持続可能な開発を通じた気候便益の実現
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